
平成25年度　補助事業・寄付等一覧
平成26年5月作成　NPO法人遠野山・里・暮らしネットワーク
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遠野市「域学連携」地域づくり事業 委託業務 【委託額 13,954,500円】
事業実施名称「遠野市域学連携交流基盤強化事業 遠野から被災沿岸地域を結ぶ広域での地域おこしツーリズムの開発」

宗教法人真如苑 【寄付金 6,000,000円】

農水省 都市農村共生・対流総合対策交付金事業（平成25-26年度事業）

実施主体：遠野・住田ふるさと体験協議会 【補助額 5,004,192円】
事業実施名称「後方支援拠点地域によるグリーン・ツーリズムを活かした

都市農村活性化ネットワーク化プロジェクト」

公益財団法人大阪コミュニティ財団 東日本大震災及び原発災害からの復旧・復興活動等支援基金 【助成額 3,500,000円】
事業実施名称「被災地の手仕事EAST LOOP サステナビリティ現地事務局設立プロジェクト」

事業内容）

過疎化が進む遠野市と、東日本大震災からの復興に取り組んでいる岩手県沿岸部、法政大学現代福祉学部が一体となって取り組む地域課題解決の手段を、

「地域おこしツーリズム」とし、学生を対象とした実証実験（モニタリング）を行いながら、次の３つの項目の実現の為に行う。

①立ち寄り農家のコンテンツ実証

②遠野型Hop on Hop offの実証

③ボランティア・ツーリズムの実証

実施体制）遠野市が企画（PLAN）と改善（ACT）、法政大学が試行（DO）と評価（CHECK）をそれぞれ担い、大学と地域が連携したPDCAサイクルの体制に

事業内容）生産管理部門を企画元より運営事務局に移管し、将来的に独立採算運営事務局の設立を目指しながら、商品開発や PRなどのノウハウの順次移転。

事業内容）

ほっとひといき事業：72回。延べ1,486人仮設住宅やその周辺の自宅避難などの被災地に居住している方々を対象に（1回20名）を遠野市内へバスで移送し、日帰りで

「入浴」「昼食」「自由時間」「買い物」（「被災者の心身のリフレッシュ」「仮設入居後のコミュニティ形成の場の提供」となることが目的の事業。

被災地への野菜支援事業：月４回ほど福島県の野菜を、大槌町や陸前高田の高齢者世帯などへ配布する事業。

使用用途）

繰越金：47,580円、事業実施に関する人件費：1,510,759円、受け入れ事業費（バス賃借料、入浴施設利用料、参加者の昼食等の食糧費、需用費）4,534,040円 残額：2,781円

事業内容）

・子ども農山漁村交流

・地域資源の活用やボランティアを取り込んだグリーン・ツーリズム

・自然・景観を活かした美しいむらづくり

・「食」を活用し観光と連携したグリーン・ツーリズム

・農山漁村における大学・企業等の研修 等

農水省 都市農村共生・対流総合対策交付金事業（平成25-26年度事業）

実施主体：大阿仁地域活性化協議会 【補助額 5,553,393円】
事業実施名称「大阿仁地域連携・元気アップ事業」

事業内容）

物産販売、グリーンツーリズム、生活福祉サービスを集落連携により実験的に実践活動

を行うことにより、円滑な集落連携のために必要な「大阿仁地域総合センター」の機能

のあり方やその設立へ向けての具体的な取り組み方向を明らかにする。

NPO法人ふるさと回帰支援センター 農山漁村６次産業化対策事業におけ

る６次産業化推進支援事業 委託業務 【委託額 1,000,000円】
「遠野『食』のルネッサンス」

事業内容）

地域の特色を活かす「食」の活用を通した起業のきっかけづくり。

食活用の例：ひつこそば、亜麻豚活用、飾り巻き寿司、かざり飯、伝統食

平成25年度 NPO法人遠野山・里・暮らしネットワークへの寄付
6/28株式会社阪急阪神百貨店（担当：マーケティング室チャリティ企画部）、1/10宮川紀子様、2/5大阪船場ロータリー様、 3/25ブラディーボ尾上誠司様、3/28宮川紀子様

【寄付総額 632,945円】

使用用途

期首残高） 352,093円

支出総額） 477,845円 （被災沿岸地域復興支援活動等）

繰越金額） 507,193円

市民生活協同組合ならコープ
【ミシン寄付】

使用用途）

ＥＡＳＴ ＬＯＯＰの作り手へのミシン寄付 13台

生活協同組合おおさかパルコープ 【寄付金 5,000,000円】
「被災地支援 見守り活動」

使用用途）

陸前高田市や大槌町を中心とした仮設住宅などへの見守り活動の人件費、燃料費として


